
長崎県立長崎工業高等学校

工業 科目名 プログラミング技術 単位数 2

機械システム 学　年 2 学年 履修区分 必修・機械制御コース

７実教　「工業７４６　プログラミング技術」

プログラミングのためのアプリケーション

１．科目の目的

２．授業の内容と進め方

３．学習する上での留意点

４．課題等について

５．成績評価規準（評価の観点及び趣旨）

６．評価の方法
　定期考査の成績，課題や提出物及び学習への取組み状況などによる総合評価

演習や実習が主となるので、授業中に具体的な理解できるようになることが大切である。論理的な思考のもと、アルゴリ
ズムを表現できるようになることが必要である。

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通じて、コンピューターのプログラミングに必要な
資質・能力を育成する。

主 体 的 に 学 習 に
取 り 組 む 態 度

・コンピュータを使用して問題を解決するための処理手順を理解している。
・文書化，システムの開発手順，プログラムの構造化，モジュール化などの実践的な知識を持ち，効
率的な開発の技法を理解している。
・コンパイラなどの開発用ソフトウェアを適切に操作し，プログラムを作成できる。

・基本的なアルゴリズムと処理手順を実際にプログラミングすることを通して理解している。
・処理の対象となる問題を正確に分析し，適切な処理手順を考え，プログラムを作成する実践的な
能力を身につけている。

・コンピュータによる問題処理の手段としてのプログラミングに興味・関心を持っている。
・基本的なプログラミング言語の知識を学習し活用する意欲を持ち，実際のプログラム開発に主体
的に取り組む態度を身につけている。
・デバッグ，トレースなどの操作を通じて，プログラムが正しく動作しているかの確認を行える技能を
有し，期待通りの動作を行うプログラムの作成に主体的に取り組むことができる。

評価の観点

知 識 ・ 技 術

思考・判断・表現

評　　価　　規　　準

生徒の理解度などを勘案し，教科書の例題や問題を活用する。図表作成にあたっては適切なデータを与える。
プログラムと実行結果のハードコピーを提出させる。

教　科

学　科

使用教科書

副教材など

コンピュータのプログラミングをアルゴリズムとプログラム技法の観点から捉え，工業生産や社会生活に関連付けて考察
し，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，コンピュータのプログラミングができるようになる。そのためにま
ず，コンピュータによる問題処理の手順を理解し，次に実際のプログラムを作成するための技法を身につける。さらに，
ファイル処理，ネットワーク処理，機器制御処理，グラフィック処理などの実際的な応用プログラムによりプログラムの開
発方法を体験的に学習する。



長崎県立長崎工業高等学校

《指　導　計　画》 科目名 プログラミング技術 2 学年 2 単位
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・クライアントとサーバの役割など基本的なＬＡＮに関する知識を確認させる。
・階層的なファイル管理システムについて説明し，ファイルやディレクトリの性質を理解させる。
・ネットワーク用のプログラムを作成し，クライアントとサーバ間でのデータ送受信の仕組みについて理
解させる。
・ftpについて説明し，実習により理解を深める。

工業情報数理，ハードウェア
技術，ソフトウェア技術の教
科書を併用して説明を補足
する。

・制御用ＩＣの構成を理解させ，制御用プログラムの開発手順や入出力ポートの設定について理解させ
る。
・制御用プログラムを作成し，実際に制御を行うことにより，Ｃ言語による制御技術を理解させる。

ハードウェア技術，電子計測制御の授
業内容との関連に留意する。

・ファイルの構造およびファイル処理の概念を理解させる。
・シーケンシャルファイルとランダムファイルについて，ファイルのオープンと
クローズ，書込み方法，追加更新方法などを理解させる。

　２節　ファイル処理

第４章　応用的プログラム

・実習が中心となるので，コンパイラの使い方などの基本的な操作方法を覚えさせる。
・Ｃ言語のプログラムの書き方について理解させる。
・定数の種類，変数の型と記憶領域の関係を理解させ，取り得る値の範囲や変数名の付け方および型
宣言について理解させる。
・デバッグの概要を理解させ，プログラムの誤りを修正できるようにする。
・標準入出力関数の使い方を理解させ，簡単な入出力のプログラムを書けるようにする。
・算術演算子の優先順序と結合規則を理解させ，適切な演算式を書けるようにする。
・複合代入演算子や増分演算子，減分演算子などＣ言語独特の演算子についてその働きを理解させ
る。

第２章以降，実習が中心の授業にな
る。コンピュータの起動，終了などの基
本操作を理解ｊする。
コンパイラを利用するので，コンパイラ
の使用方法，エラーの見方，エラーの
訂正方法などをよく理解する。
整数演算・実数演算・混合演算につい
て例から学ぶ。

・選択における制御文の使い方を理解させる。
・関係演算子・等価演算子を利用した条件式の書き方を理解させる。
・論理演算子の働きについて理解させ，二つ以上の条件式を組み合わせる方法を理解させる。
・演算子の優先順序と結合規則について理解させ，分かりやすい条件式を書けるようにする。
・繰返しにおける制御文の使い方を理解させる。
・永久ループについて説明し，break文とcontinue文の使い方を理解させる。

キーボードの入力の早さや，理解の程
度などの個人差が出やすい教科である
ので，早く進んでいる生徒には，節末
問題や章末問題を解かせたり，課題を
与える。

・配列を用いる利点を理解させ，配列の宣言について説明し，配列のサイズと要素の添え字の関係を
理解させる。
 ・文字型配列と文字列の関係およびナル文字の意味とその働きについて理解させる。
・多次元配列について理解させる。
・ポインタによりメモリ上のアドレスを扱えることを理解させ，アドレス演算子・間接参照演算子の働きを
理解させる。
・配列とポインタの関係を理解させる。

ポインタがＣ言語の学習にお
いてひとつの壁になることは
よく知られている。理解の遅
い生徒には後の学習のため
にも，補習を行ってでもある
程度理解させる。

・関数の概念とＣ言語における関数の意味を理解させる。
・関数の型と引数について説明し，プロトタイプ宣言がなぜ必要か理解させ，関数の作り方を理解させ
る。
・プリプロセッサの種類と働きを理解させる。
・数学関数の種類と使い方について理解させる。
・変数の有効範囲と記憶域クラスについて説明する。
・関数には値を渡す関数と，アドレスを渡す関数があることを理解させる。

本節の内容は広範囲
にわたるため，効率的
な理解が必要である。

・標準化の必要性を理解させ，プログラム処理の流れを分析するために，状態遷移図などの図表が使
用されることを理解させる。
・開発効率について理解させ，構造化プログラミングの必要性とモジュール化について理解させる。
・構造化プログラムの基本構造を理解させる。

・構造体の概念を理解させ，その宣言や初期化の方法を理解させるとともに，構造体の参照や構造体
を利用した演算ができるようにする。
・具体的な利用例を示して連結リストの概念を理解させる。
・二分探索の原理を理解させ，双方向リストの違いを認識させる。

構造体もC言語の学習におけるひとつ
の壁になる。構造体の考え方はオブ
ジェクト指向のプログラムにもつながる
ため，じゅうぶんに理解させる必要があ
る。

２節　プログラム開発環境

学
期

月 備　　考
学習内容

（単元・考査等）
学習のねらい

第１章　アルゴリズムとシステム開発

　１節　アルゴリズム

第１章は座学（講義）が中心
となるので，実習室でなく教
室を利用して授業を行うこと
もある。

・身近な例を用いてアルゴリズムの役割を理解させる。
・流れ図に用いる主な図記号を理解させる。
・順次型・選択型・繰返し型のアルゴリズムを理解させる。
・システム開発の流れと各段階の作業内容を理解させる。
 ・システム開発における文書化の意味とその重要性を理解させるとともに，アローダイヤグラムなどの図
表について理解させる。
・ＯＳの機能を理解させる。
・プログラム言語の種類と特徴を理解させ，コンパイラ言語で，実行可能プログラムを作成するまでの手
順を理解させる。

　１節　基本的なプログラム

第２章　プログラミング技法I

　３節　配列とポインタ

　２節　プログラムの制御構造

　２節　標準化とテスト技法

第３章　プログラミング技法II

　１節　関数

　１節　構造体とデータ構造

第５章　入出力設計

　１節　ネットワークの利用

　２節　制御用ICの活用


